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凡例




これは「豹紋蝶」（昭和二十九年二月十五日　湯川弘文社刊）を電子書籍にしたものです。

底本の表記は、旧字体旧仮名遣いであり、これに従いましたが、一部の旧字体はやむを得ず新字体を使用した場合があります。

なお、たとえ現代において不適切とされる表現がみられる場合でも、原文のままにしています。
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豹紋蝶























淺葱の空








國原







季節風の海を越えて

東に來きたれば、

はてしない

靜寂のうちに　わきあがり、

凝結し

また　散つてゆく雲。




そのかげに

見え

かくれ

あらはれる　島かげ、

嘗ては　水にうかぶ游魚のやうに

漂つてゐた洲壤くに。




今は美しく

淨く

ひろがり、

みづうみに　白鷺わたり、

をさなき馬、合歡ねむの花にたはぶれ、

村々に　小さき旗のひるがへる。




渦うづ潮しほの瀨戶を過ぐれば、

山やま襞ひだに

夕べのかげの微かに射して、

徑こみちのかよふ平野には

幾千の家族、

貧しくも、心足らへる夕餐ゆふげしたたむ。




東をさして飛びてゆく

浅葱の空に

眼めをとぢて、

砦とりでのやうに立つ

自然のこの靜謐と素朴のうちより

生れいづるもの　われは思ふ。








村







街道に並び立つ

欅けやきの若葉、

日がさせば　透きいるほどの綠滴り、

月の夜は　靄にけぶり

風ふけば　葉うら　輝く。




いつの日か　この大たい樹じゆのもとに

「むかし　むかし　ぢぢとばばとありけり、

ぢぢは山へ　しばかりに

ばばは川へ　せんだくに」と、

昔がたりをなせし人々。

この街道を　花嫁の馬にてゆくを

見送りし　幼き者。

彼等はねもごろに祭さい祀しをいとなみ、

村をつくり、

防人さきもりとなり、

母となり、

名も知られず、

遠く遠くへ去りながら

靜かに　多くのものを　傳へていつた。




遠く村を離れた者は

日を重ねれば　重ねるほど、

並木の村の美しさを　偲んで、

時には聲もなく　泣き出しさうになる。

さうしてはまた　蘇り、

生氣づき、新鮮になる。




街道の欅のあたりに　むらがる人、

そこに　小さいながらも　幸福な

昔ながらの村がある。

遠くにいでてゆく人たちの起點となる

うるはしい世界の團欒まどゐがある。

故鄕を有する者にのみきこえる

永遠の母の歌がある。








海の靑







水は赭あかく　濁り、

きのふもけふも

流れゆくなり、

思ひのみ黃沙の丘を越えて、

きのふもけふも

ただ靑き　海を　流れゆくなり。

（大陸にて）











道







雷雨すぎて

夕あかり

かすかに殘る

向ふ溪に

急になき出す

蜩、

ここまでに

いくつの山をこえて來たのか、

熔岩の山、

砂礫の山、

悉く　時がたてば

なつかしい思ひ出になるやうな山、

喘ぎながら　越えて來て

心して　聽く

蜩、

村の道は　尾根を迂囘し

深ふか溪だにの奧にかくれる。

これからさきも　こえてゆく、

こえなければならぬ

いくつもの山、

時には　胸をつくほどの

斷崖、

夜と共に

蜩の聲は　絕えて

急に高まる　溪流の音。








懷鄕







眼はとぢられてはゐるが　死んではゐない。眼は生きて　燃えてゐる。嘗ては　悔いや憤り、悲哀や失望に陰つた眼。つひには涯しない諦めに沈んで　とぢられてしまつた眼、しかも、この眼は今、懷鄕の念に溫められて蘇り、瞼の裡では　皿に描かれた馬の目のやうに　冴えてゐる。








鄕愁







高度二、〇〇〇、朝七時、

黑い雲の間を洩れる陽ざしは

金粉のやうに　遙かの灣にふりそそぐ、

まだ光をうけぬ島、

それは今も　深い眠りに落ちてゐるのか、

黃金きんのうへには　舟も見えぬ、

去り去る岬や半島、島や海峽、

斷崖のうへの白い燈臺、

昔は

濱木綿はまゆふの咲く薄ら闇で、

かなしい思ひをしたものを……

雲深く、

緣へりのみかがやき、

もう海は見えない、

騰あがる　騰あがる　層雲の銀灰のなか

私の思ひは

平野の川の

瀨の鳴る音に　つながれてゐる。








おくつき







かの丘に　安らけく

父と母と　眠る




ふるさとの大樹の一つの瘤、

月の夜にふくろふを透し見し一つの枝、

崖くづれ、雨あとの日ざしに輝く

黑曜石や瑪瑙の石せき鏃ぞく、

繩じよう紋もん土器の薄うす手での破片、

土の色さへも　われは記憶す




ふるさとを再び見る日

胸に描かず、

海こえし國にゆくとて

いささかの未練ももたず、

今を最後に

眺めゆかむと

立ちどまり　立ちどまり　見し

かの丘は　安らけき

おくつきどころ











冬







月のあはい夜であつた、

藪かげに雪はのこり

道のべの枯草のもとに

氷薄く、

私はどこからか　提灯をさげて

かへつて來た。




私はランプのかげに

祖父がつくつてくれた罫紙をあてて

「常陸は本もとより志す方かたなれば

御志ある輩、相計ひて、義兵强こはくなりぬ」と、

むかしの文章の一節を寫しとつた、

すぐに私の手はかじかんだ、硯の水も凍つた。




長い年とし月つきを經て、昔の人は　みんな　遠くへいつてしまつた、

物悲しいすすりなきのやうな聲がきこえて、

それも次第にかき消え、

今は鋲をうつ　槌の音が　いよいよ高まる、

祖父が私に敎へようとしたことは何であつたか、

寒さのうちに　槌の音は　いよいよ高まる。








慟哭

筑波根の詩人を悼む







痾ヤマヒヲ負フ　頹タイ簷エンノ下モト

終日ヒネモス一ノ欣ビモナシ

藥石　時有リテ閑ニ

我ガ意中ノ人ヲ念フ

相去ルコト尋常ナラズ

道路　邈バクトシテ　何ニカ因ルと、

讀む聲は低く

竹のそよぎにまじつてゐた。

とりいれ小舍の　くづれかけた荒壁、

厚あつ手での筵、

古びた寺小屋机の並ぶなかに

村の靑年たちは　しづかに耳を傾けてゐた。

寒い平野を

波のやうにおしよせてくる　西風、

陽は傾き、音もなく　めぐり、

丘陵にかくれ、

いつ知らず　月は冴えて、

若い人々は野の果てに　散らばる。

夜ふけて、

竹林のうへに

天の河ながれ、

冬田のところどころに

あはい氷のかがやきを見、

村の街道に　人どほりなく、

抑掲をつけて　詩を讀んでゐた聲は

闇に消され

誰かが　しきりに

冠かぶ木き門もんをたたいてゐる。

（昭和九年二月）








杉並村







新しき町なかに

殘る　杉むら、

住む人は　逞しく、

野の人の風貌をとどめて

遠き世よりの慣はしに生く。




よる更けて

凍れる雪の　時折をしづるる音おとに

念誦の聲のまじり、

灯あかりかかげて　人おくる

聲も　鄙びて。




古きもの　うつり去る世に

家も人も　なほ昔のごとく

朴直にして

こころよき　にほひをとどむ、

このにほひ　いつまでかとどめうべきや、杉並の村。








くちなし







籃かごにいれて

ぬれたる布巾ぬのもて　蔽へる

くちなし、

朝露の川に沿ひて

たづさへ來きたる　支那の娘こに

ふるさとの　思ひかへり來く。




子守が家の竹垣に

咲ける

くちなし、

秋ふくるころ　實を結びて

白しろ布ぬのに染まる　くちなし、

そのかをり　今もなほ　わが胸に生く。





天城かづら







○





伊豆のくに　山のおくかの炭やきは　山
の木を伐り　家を建てて　みふゆの山に炭やきくらす。ひと山の　木々の減りゆき、つひにして　のこリ少なになリぬれば、つぎの木山に去なむとし　のこる木の枝　わぎ家さへ　やきて拂ひて　ただひとつ　のこしゆくなり　ふゆ木ひともと







山かひに　たぎち渦まく瀨をこえて　山のひと木を　おもひつつ　かへりみしつつ　去ぬる炭やき　春來れば　芽ぶくひともと　日をうけて　かがよひしるし

再びを　かへるときなく　炭やきは　いづこのはてに　消ゆるらむ　一つ木の立つ　幾山のかげ




○




激流のうへを舞ひゆく白き蝶

遠くながむれば　飛沫にまぎる




○




激流のうへ、斷崖のうへ　咲く花のくれなゐ、曼珠沙華。遠き水かみ、流れ落つ　水のざわめき、岩を摩し、岩を動かし　渦まきて、また　急ぎゆく　水のたぎち。岩むらに　風やうすれ陽、せきれいが鳴く、高くかかる釣橋のあたり。

行きなづむ旅のこころに　釣橋を　白き仔猫の行きてとどまり　また步みつつ、いつ知らず、はや　花咲ける叢のなか　せまりたる谷あひとほく　雲かげの　うかぶともなく消ゆるともなく　ひそかになりて、來しかたに心をかへす。



（昭和十年秋、伊豆山中にて）























熔岩の崖








華麗島にて







微かに樹蘭の匂ふ庭に

黑曜石のやうな夜がやつて來た、

娘々にやん〳〵、おまへの黃金きんの耳環がゆれるたび、

亡くなつた纏足の母の歌がきこえる。








三宅島素描







○




耳はめざめてゐる、

汀の　墓には

ポータブルが鳴つてゐる。




○




熔岩に　ナイフを落したら

山のずつと奧の方で

ナイフの音がした。




○




月が出てゐる、熔岩のうへに、

銀鼠の天幕のなかに人はゐない、

砂を背につけてゐる蟹の子。




○




「ああ、もう日が沈んだのね」

「さう、もう沈んでしまつた」

白い釉のやうに　斷崖を下りて來る　牛。




○




斷崖のもとに　水沫しぶきを浴びてゐる渡船場、

「泣くな、泣くな」と幼な子をすかしつつ下りてくる老婆、

龍舌蘭に近づく　昴すばる。




○




良人のかへりを待ちかねて、

斷崖のもとで灯あかりをふつてゐる女、

風は悉く　星座の見わけもつかぬほど輝いてゐる。




○




しぼり立ての乳、音たてて注つぐ女の子、

岬のむかふを過ざてゆく八丈通ひの船、

暗い坂道をのぼつて來る　白牛。




○




水脈みをの白さに　うかびあがる　海豚いるか、

船のうへに喚いてゐる人の聲は誰にもきこえず、

日が暮れて、熔岩の岬を迂囘する船。




○




火山湖は海に近く、魚をくはへた鵜がとんで來る、

窯よう變へんの紅べにのやうな斷崖から

木かげに見おろす　小さな冬空。




○




雨の滴のあつまるところ、そこに小さな村がある

桶を頭にのせた女たち、

海に　くれなゐの消えかかる頃。




○




さたどうの岬こゆれば、海わたなかに御み藏くらが島、

名もなき墓の石に供ふる山桑、

水にうせし人の思ひ出に　ふくらむ海原。








耶馬溪







○




雨過ぎて　ひととき、明ると見れば、

忽ち　暮るる　冬の日、

默々と、くぐりゆく、靑の洞門、

年老いし獵かり人びとが肩にせる　鷭ばん一いち羽は。




○




子供のやうに　からだをゆすぶつて、

徑に人のとほり過ぎるのを待つてゐる

栗毛の小馬、炭をつけた馬、

溪流は木立のかげを　遠く流れる。




○




山やま國くに川がはの溪たにふかき　宿場の庭に

つながれし　馬のいななき、

果しなき旅の愁ひにふりかかる

熔岩臺地の松のうへの空。




○




あんなにも重たい木を背負つて、

丸木橋を渡つてゆく　子供、

ひよどりが鳴けば、ひよどりの聲を眞似て、

寂しさも覺えず、冬の日の暮るる頃を。








阿蘇にて







風になびく　靑草、

ざわめく中に　佇つてゐる、

あれは　牛、

火山灰よなに暮れる

高原に、

靑く　輝く

あれは　沼、

そこはかとなく

夕あかり、

さすと見れば、

忽ち暮れて、

もれ上り、

傾斜し、

起伏する

草原の彼方、

馬の背のやうに立つ山々に、

見え　かくれ

つひには　全く　消えてしまふ

燈火ともしび、

斷崖のうへ、

人ひと氣けない所、

微かに　音たてて

降りやまぬ

灰の雲に　蔽はれながらも

煌々とあがる

高原ホテルのシャンデリアのもと、

「往生要集」を讀んでゐる人、

聲もなく　讀んでゐる人。








櫻島







○




急傾斜をなしてゐる熔岩の崖、

そのあたりが　霧にまぎれて、

急に鳴き出す　雨かはづ、

子供が追ひかける　群靑いろの蝶。




○




庭には夾竹桃がさかりであつた、

老人は古風な時計の修理をしてゐる、

熔岩に埋もれてしまつた村のことは

もう疾うに　忘れてしまつたかのやうに。




○




海峽に　月は漂ひ、

ひとところ、影をおとして、動かぬ雲、

聲もなく　岬のうへを越えてゆく鳥、

暗くなるほど深々と　しげる　春はる楡にれ。




○




灣いつぱいに　立ちはだかつてゐる櫻島、

日が暮れる頃に、南へ向けて、出帆する船、

銅鑼の音ねに　去つてゆく影のかなしさ、

鷗は海に落ちさうになつてはまた舞ひあがる。




○




峻嚴であつた島の火山の表情は

タぐれと共になごんで來る、

橙いろに　かがやく噴煙、

じつと見てゐる　遺骨をささげた人。




○




夕陽の灣に

海豚いるかのやうに　うかんで来た船、

眼にしみるばかりに赭い　吃水線、

岬の端に　手をふつてゐる人。




○




向島蜜柑の畑のうへに　大きく聳えてゐる島、

峻嚴のかげに　やさしさを隱してゐる男たち、

優雅のうちに　きびしさを含んでゐる女たち、

彼等は悉く島の表情に育てられて來た。




○




櫻島過ぎて　日は暮れ、

山川の港のあかり　見えかくれ、

波のうへ　遠き開かい聞もん、

鐘ならしつつ　怒濤をこえる　船のわびしく。








海光







麥むん稈じる笠がさに　手をかざし、

はるかに望む

洋わだなかの干ひ瀨せ




狹さ舟ぶにに乘りて

ゆきし子が、

歸り來らば

何を與へむ、

まだ　幼ければ

癇癪玉に

新しき草履さは。




滿みち潮しゆにとびたつ

干ひ瀨せの鳥は、

まばゆい光にまぎれながら

思ひを遙かに遠ざける。

（沖繩拾遺）








白き顏

タウトをおもふ







私は薄暗い部屋に佇んで

デスマスクの寫眞に見とれてゐた、

いと仄かなものにも　靜寂を見いだし、

日本美の淸らかさに　驚異の眼を瞠つた

あのやさしい瞳は　もう冷やかに眠つてゐる。

障子をしめきつた部屋の靜けさと、

それを押しあけたとき、

風景が一時に現れる美しさと、

或ひはまた

文化を有する全世界に冠絕すると、

桂離宮の美しさに見とれてゐた顏は

遠い異鄕に　冷えてしまつた。

上州の山や河に

いつ歸れるとも知れぬ故國の山河を偲んだ

あの瞳をおもひおこして、

私は

遙かなものの行方を追つてゐた。

あのむかふにはマックスやフランツが

午餐をしてゐる故國があると、

北越の海のいさり火や星を望んだとき、

そこには硝煙のにほひのかはりに

その前夜の靜寂がみなぎつてゐた。

ブルーノ、

私たちはいま

波濤をこえる、

御身にさへも想到しえなかつた

いくつもの波濤をこえて

新しい美しさの築かれるとき

私たちはまた御身に會はう。























北囘歸線








別離







寥れう亞あ華ふあよ、

たうとうお前にも別れる日が來た、

朱塗の俥をひいて

四し牌はい樓ろうのところに

ぼんやり客を待つてゐたお前は

二日もすると

良民證を腕に卷いて、

威勢よささうに　走つてゐたが、

年老いたお前の速力は

さして　早くもなかつた、

どんなにこちらがせいて見ても

お前には仕方がなかつた。




街の商人は　拔目がなかつた、

欺くことにも巧みであつた、

けれども、お前の半ば曇つたやうな眼は

彼等の邪惡を　忽ちにして見拔いてしまふ、

お前は許さない、

假借するところなく喚き立てる、

その聲に

却つて　こちらが辟易した、

いはれない贈物をしようとしては

お前に懷疑の念をいだかせ、

好意が好意でなく　受取られて

困惑したこともあつた。




短い、極めて短い間でではあつたが、

お前のうちに　私は古い支那を

わづかながらも　見たやうに思つた、

一徹な人間を見て、

ここに忘れてゐたものを　見たやうにも思つた、

戰ひの硝煙のなかから匍ひ出して來て、

生きようとする　ひたむきな人間を

私は忘れまいと　心に念じた、

しかし、今は別離の感傷をもすてて

新しいところへ行かなければならぬ

寥れう亞あ華ふあ、そこらあたりへ行くやうにしてゐる私に

逸早く氣づいて落着かぬ車夫。

（昭和十三年十二月、廣東にて）








大陸遠望







朝は冷氣と共に流れる

たよりない　竹林のうへの　白い月、

窓ぎはの

連れん翹げう一ひと枝えだ。




日本の春は淺く

うぐひすの聲も幼く

こころは　いよいよ

遠くにひかれる。




想ひの果ての

砲彈にくづれ落ちた牆のほとりに

人も乘せず、

朱塗の俥をひいて佇つ　年老いた車夫。




硝煙のにほひのなかに

こぼれた米粒を拾ふ媼たちと、

わづかな銅幣をかける幼な子と、

漢かん磚せんの模樣のやうに　うかびあがる。




背後には　蒼茫と暮れてゆく大陸、

風に黄塵をとばし、

雨に大河の氾濫するところ、

戰ひ遠ざかれば、人忽ちに、むらがる。




怯むことなく大地と共に　生きてゆく者、

「行くと止とどまると　千萬端」と、

再び會ふこともなく　過ぎてゆく人、

思ひは今日も　ただにさびれる。












犬







日が沈んでから

新しい村に着いて

食事の仕度が始まる、

繁みの近くへつれて來ても

まだ　馬の膚には

晝のあつさが　殘つてゐる。




あとをついて來て、

しつかととざされた家の戶の前に

うづくまつてゐる犬、

きのふは　狼のやうに

右往左往もしたであらうに、

今は　兵士がわかち與へる食物に

いささかながら

落着きをとり戾し

何かを待つてゐるやうな　犬。




あわただしい村の通り、

ほのぼのと咲く　鳳樹の花かげ、

夕べの海のかすかに光る。








六月







こまかな楓の花が散つて、

二つの翅はねをもつた果實が

葉かげに　むらがる。




綠の反射に浸りながら

難民の子らを思ひうかべる、

珠江をわたつて歸つて來た子供たち。












香港島







○




「紅衫淚痕」

貴族の戀の物語、

終りとなれば

銀幕に

あらはれて來る

英國皇帝、

つと立つて敬禮す

觀衆の空々しき顏、

忽ちに明るくなり

ざわめいて戲院をいづれば

海の風　吹きあがりくる。




○




岬に近い碼頭には

「俄國皇后エムプレス・オブ・ルシア」着かうとし、

小舟に乘つて群る

裸體の少年、

彼等は水に濳つては　銀貨を拾ふ

タラップをのぼつてくる

英國人の警官、

それらを何の關心もなく見下してゐるネグロ、

彼等はマダカスカルに歸るといふ、

船べりに　しづかに寄せてくる

靑い波




○




日のかげる頃、

街角に　砂糖黍を賣つてゐる男の

痩せた顴骨、

臺の上に　孫中山を刻んだ銅幣と

ジョージ六世を刻んだ銀貨との

哀れな雜居、

すべて　荒唐無稽への屈從に

慣らされ慣らされて來た者の

聲もない悲劇、

海峽の舢さん板ぱんの上で

吠えてゐる犬。




○




白い花崗岩の銀行の前、

靑銅のヴィクトリア女王の像のもとに

虐げられ

辱しめられ

裸足でうづくまる

黑衣の女、

雨もよひの夕ぐれに

遽しく行きかふ人々、

どこか遠くにきこえる　銃聲、

展翅板の蝶のやうに

生氣のない　薔薇。




○




朝、

忽ちに　賣れてしまふ　南華日報、

和平の問題に心をひかれ、

路次に佇んで

買つたばかりの新聞を讀んでゐる

靑年、

民族の汚辱を感ずる眉宇には

いひ知れぬ翳が漂ふ、

海峽の中ほどにとまる

日本郵船の船を見ながら

煙草を吸つてゐる　車夫の顏にも。




○




レパルスベイのタぐれは

見晴亭の海の風、

庭に咲く　白と黃のカンナの花、

瑪瑙いろに暮れてゆく汀に

茅ぶきの家、

そのむかふに　いくつと知れぬ

蛋たん民みんの船、

水のきはまでつづく　鐡條網、

雷雨が來さうで　來ぬ時のやうな

何とはない　空虛のなかに

佇つてゐる人。




○




星かげの　なほ

空に殘つてゐる頃、

眼の下の海を見れば

もう灰白の軍艦、

英砲艦の影はなかつた、

そのあたりには

潮が早く、

靑々と　野菜の屑が流れてゐた、

石だたみの上に寢てゐる

支那人の母と子は

まだ　起きない。








澳門おぼえ書








○ホテル・リヱラの窓に凭れて、靜かに眺むる風景は、十六世紀をにほはすれども、所詮は　今にして　忽ちくづる　歷史の影。

○三巴寺センポール、疾風怒濤のりこえて　ここに來れる日本の　信徒が建てし　寺のあと、壁は墜ち、珠寶ここに埋もると。御影の石の　聖母の顏の　やさしさよ。

○國を逐はれ、翮つばさを歛をさめて　ここに閒しづかに止まりし者、そのあとに　草茂けれど、淨らかにをはれるいのち、おもふかなしさ。

○並木道、步調そろはず進みゆく　ネグロの兵士　みんなバスケットをぶらぶらさせて。

○カンナの花の咲く　カモンイシ公園、朝のまぶしい日ざしに遊ぶ　混血の子供たち。

○烈々の情をのべて、幽囚の日を送りゐしカモンイシ、聞かずや　國境の　城門こえて轟く砲聲。

○廣東の町　のがれ來し　童子軍、をさなけれども　見のがしがたき　剽悍の表情。

○きこゆるは　微かなる　草くさ蟬ぜみの聲、廟のあたりに　遊びゐる　をさなごの聲、岬のはてに香港行の船もかくれて　暮色に煙る入海。

○ろざりよのおらしよの園に隣せる　鴉片と賭博の巢窟、海の星、水たまりの星。

○海にうかんでゐる死魚のやうな平和に　深い溜息をしてゐる町。

○遠ざかりゆく　西望洋山、波のうへ　白き館やかたよ、露を帶ぶ庚かう申しん薔薇ばらの咲く庭よ、波止場に群るる支那の子等よ、安らけくあれ、いよいよに　募り來くる　すさまじき　にごり波にも。










嵐の聲







むらさきの　楝あふちの花の　咲きこぼれ

斜面の道は　濡れてゐた。




黃金きんのぬひとり麗しい

黑くろ天鵞絨びろうどの服を着て、

バリニヤノ師のあとついて、

彌撒みさの鐘鳴る丘のうへの

敎會堂へと　のぼつて行つた

靑年たちの顏を蔽つてゐたのは

祖國に對する愁ひであつた。




なつかしい國を出てから八年餘り、

旅の間に成長し、

かなしいほどに淸らかな

遣歐使節が、

夢寢の間にも忘れなかつた

ふるさと、

ふるさとの上に

暗澹と降りかかつてゐる

嵐の聲は、

支那の港にまでもきこえて來た。




街には　茘らい枝ちいを賣つてゐた。

蟹や蝦など　賣る店もあつた。

入江には　支那の少女が

小さな舢さん板ぱんをこいでゐた。

そのやうな風景に

暫し　見とれることがあつても、

彼等の胸には　暗いかげと

その底からわき出てくるものが激しかつた。








旅愁








本宅地下室工程現已完警報緊急時

歡迎各界男女同胞入内避難

本宅啓　　七月三日



新しい貼紙のある

灰いろの防空壕、

そとに咲く　花はな蘇す枋はう、

人の氣はひもない庭に

通り魔のやうに　夜が降りてくるとき、

地下室の鐡かな扉どの奧の

階段を下りて行つたあたりに

ざわざわと列をつくつて、

歌ひながら　過ぎてゆく聲、

聞くと思へば、

また　息絕えて、

死骸の側に　哀訴する子供の聲を耳にし、

いつしか　深い眠りにおちる、

夜が明けて　眼のさめるとき、

私は愕く、

臥ぐわ榻たふのわきで

少年の梁多弟が

何ごともなかつたやうに

先しい生さんと呼んで　示す

扶桑のくれなゐ

（昭和十四年臘月、廣州宋公館にて）








十二月







風に追はれる　亡命の客は

ぼろぼろの外套を着て、

鐵橋の　てすりに　もたれ、

筏にくらす家族をうらやみ、

聲もなく、寒ぞらのタぐれに

ひとり　佇む。








平靜







香港の市いち場ばには、

カリフォルニア產の橙や

檸檬をたくさん賣つてゐた。




てんぐさの中にまどろんでゐるやうな鱸と、

銀灰色の鯛とは、

筵を帆にして　海に出て行つた漁夫たちを

思ひおこさせてゐた。




眼といふ眼が疑ひ深さうにしてゐるなかで、

魚の靜かな眼に　暫しのあひだ　見とれてゐた。








鯉幟







珠江を下る船の中は　むしあつく

人々は甲板に出て　外を眺めてゐた。

茘らい枝ちいの赤い實の見える岸や

龍舌蘭の繁つた田の畦を望んだりして、

船は砲聲のやむデルタ地帶を過ぎていつた。




江岸に　低い丘の見えるところへ來て、

一人は驚きの聲を放つた。

見ると　丘の麓には　鯉幟がひるがへつてゐたのだ。

黃埔の村、軍官學校のあつたところ、

人々の胸の中を爽かな風がとほり過ぎた。








囘歸







かずかずの思ひをのこし、

戰ひの　國を離れて、

歸り來きたれば、うれし、なつかし、

淡たん水すゐや、紅こう毛まう城じやうの　あとも　さみしく、

古き港に、はつる船　まばらなれども、

心やすけし、うれし、なつかし

（淡水上空）























紫丁香花








西湖を懷ふ







戰ひ

遠ざかつて

楊柳のかげ、

西湖の水は瀲々、

銀いろにかがやいて

小鴨をうかべ、

飛び去れば

波紋にみだる

山々のかげ、

玉皇山は高く、

吳山に至つていよいよ低く、

斷橋のあたり

人のけはひも見えず、

江南の空は　はるばる




○




「月夜ニ

ハウタイヲシタ人ガ

ウチヘ來タ、

ワタシガ一人ヰタトキニ來タ」と、

幼いおまへは記したが、弟よ、

いま、月の夜に

田舍の家に一人でゐるとき、

おまへは白はく布ふにつつまれてゐる、

そのうしろには

西湖の水がかがやいてゐる。











新しき土







そこには

樹海のざわめきがある、

水にうつる南十字の影がある。




弟よ、

お前が生ける日に屬してゐた機關銃隊は

どこにゐるのか。




木の芽立つ、豹の皮のやうな丘を望み、

春雷の轟くを耳にするとき、

擊つて、擊つて、揷彈子のあらん限り、

擊たうとしたお前の

汗にまみれた顏を感ずる。




今は倨傲なりし敵の聲もきこえず、

豪宕なる民族の

日ごとに高まる跫音に、

淨められてゆく國土が展ける。




そこは

樹海のざわめきがある、

水にうつる南十字の影がある。








朝の來るまで







驟雨が去つて

まぶしい　日ざし、

空氣は

しぼりたての　レモンの汁のやうだ。




雲にかくれる、あらはれる、

あらはれて輝く　土、

遠くの島の

海にむかふ　斷崖。




オペレーターは夜が來て

朝の來るまで　うつ、

たえず　うつ、

雄渾の歷史の呼吸いきを。




海をこえ、いくつかの山、

さまざまの地方を越えて、

ひろがり　ひろがる電波の行方を

胸いつぱいに　描きつつ　うつ。




電波を聽く　幾百萬の人々の鼓動を

感じつつ　うつ、たえず　うつ。








海を見る母







母は髮白く　年老いしなり、

子らを遠く　戰線に送り、

南の方かたに　戰果あがれと

起きいでては　海を見、

日暮れては　海を見る母なり、

海上　凪のつづきて　靜かなる日も

星なく　波ただ白き　時化の夜も

心をこめて　祈る母なり。




嘗ては牛の乳をいとひし母、

今、年老いて、これを嗜む、

戰ふ子らが　あとを憂へず、

いささかも　ふるさとに　惱むことなく、

いさぎよく　命捧ぐる日を待つと、

その命、惜しむにあらず、

ひたすらに　いたはる母なり、

年老いたれど　すこやかにあり。








翳







○




日蝕のやうな翳かげは遠く去つて、

萍藻みづくさに　ひかり　みなぎり、

鳰どりの聲もすずろ、

濠ばたに　月さへ匂ふ　けふのこの日。




○




きのふは夢の、夢の、

去りゆけば　翳かげは追はず、

陽にかがやく　雲ははろけく、

月の夜は　紫丁香花はしどいの花も咲くなり。

（昭和十七年四月十九日）








香港







「波蘭、ダンチヒの返還を獨逸に拒絕す」

「不吉なる脅威は迫る　波蘭」

「獨逸は遂に破棄す、英國との海軍協定」

等々

英字紙は饒舌に　大ブリテンの不安を語れど、

そを鬻ひさぐは　黑衣にして　裸ら足そく、

蒼ざめて　寡默なる

支那の老婦なりき。




とある家やに

野の牝ぼ丹たんの花、

むらさきに咲き、

春ふけし　皇后クヰンス大道ロード、

雨雲の　低く垂れゐき。




かの日より　幾いく月つきを經て

遠く聽く、今ぞ聽く、

摩星嶺、

堡壘高く　日の御旗、

鮮かに　ひるがへり、

海にのぞむ　半島の酒店ホテルに暮す

敗將に　生色なしと。























浮標








江南詩抄







○




うす靑き衣きぬのをとめは、

濠に向く窓にもたれて

ぬひとりの絲をたぐりぬ、

野胡桃の花の咲く頃、タぐれの時。

（蘇州にて）




○




壺春樓の灯ともし頃は

みづうみの　にぶき光に

蘭の花　かすかに匂ひ

餓おう了ら渴こう了ら、なかなかに來ぬ老人の聲。

（杭州にて）




○




うちには飯いひのすえりや　魚うをのあざれ、

おもてには、むらがる民の生氣なく、

塔はくづれ、磚かはらはうづ高く

繁りたる叢に　時をりを　雉きぎ子すの聲す。

（杭州にて）




○




草のなかに頭をよせあつめて、

互ひに　物をいつてゐるやうな馬の群れ、

城外、朝のうちより　いきれ、

みづうみに、はちすの花の　咲きて明るく。

（南京にて）




○




朝は霧と共に　流れて來る、

樹の花の　淡あはい黃に　いささかの風、

窓のかなたには　苦力の群れ、

ここに來る　世紀の波の　うねりと聲と。

（南京にて）




○




みづうみに　をみならの聲も　遠のき、

木をかへて鳴く鳥の聲も　きこえずなり、

傷める者が　傷める者を　いたはるとき、

曠野のはてに　支へられてでも來るやうに　おそい月の出

（南京にて）




○




野の道に　こぼれしままに　芽ぶきたる

馬糧の麥粒、

人も去り、馬も去つて、風雨にさらされ、

暗い闇に　沈んでゐる　麥粒。

（南京にて）








杭州詩抄







靈隱寺

わらはべは　石刷を賣り、

老いびとは　にせがね鬻ぎ、

寂しくも　ここに生くなり、

葉洩れ陽に遠く來れる　このさざれ水。




蘇曼珠の墓

木かげには　鳥も來鳴けり、

あら草は　墓を蔽へり、

愁しう寂せきとして　夕べを迎へ、

かへりみる　水みの面もの雲を。




三潭印月

月いでたり、月いでたり、

三潭印月、水のかがやき、

燈籠に燈あかりも見えず、

くろがねの影のみぞ濃き。




秋瑾墓畔

月のかくるる　ひとときは、

楊柳のかげも　おぼろ、

西冷の橋　人も見えず、

いづくにか　水の音おとする。




靑漣禪寺

月の夜は　しづかなるべし、

靑漣禪寺、晴空の池、

めたんの瓦斯、泡を吹きては

消えゆくところ、見えわかぬもの。




錢塘江岸

茫々たり　錢塘の江、

六和の塔に　日ざし明るく、

見わたすや　敵の陣地、

聲もなし、わが目路のはて。




岳飛廟近旁

いはけなきとき、墨すみ刷ずりの忠孝の文字、

亡き祖父ぢぢは　われに示しき、

はろかなる旅に來りて、

廻廊の暗きに撫づや、この白き石。




裡西湖

月の光に　かがやきて、飛ぶもののあり、

蝶のごとく、蛾のごとく。

はちのすの池　夜のふけに

水の音さへ　絕えて　久しく。








四川路の春







巡警は逞しく、

胡散くさげに　あたりを見まもる。

春なかば、曇り日なれど

四川路や

人のゆき來の繁くして

錢莊に　けふの相場を問ふ人も

あわただしげに

街角に　さくらの枝を賣る子らの

聲もわびしく

いきれつつ

晝の久しさ。








つゆくさ







崩くえたる堡壘に

咲ける　つゆくさ、

落ちたる牆かきを

こえてゆく　栗鼠。




墓原に日は照り、

人のけはひなく、

並び立つ　十字架のあはひ、

みどり子の墓のかなしさ。




名もなく、わづかに BABY とのみ記されて、

葬られし

果敢なき者、

ちちははは　いづくに去れるや。




草しげき　野邊に來て

過ぎしいくさのあとを偲ぶ、

わがむねに　幼き聲の

うかびいづ。








雨季







くもり空、

水みづ田たには　蛙かはづころころ、




馬は　進軍の疲れを　示しながらも

泥のついた車輛をひいて　野の道を進んでゆく、

馬をいたはる兵士の言葉は

異鄕に母のない子をつれて來た父の言葉のやうにやさしい。








水の上にて







○




船から船に渡す　生せい魚ぎよの樽、

樽からはみ出てゐる　熊笹、

毛深い獸のやうに沖の方で吠えてゐる漁船、

老父のやうな　かなしさ、なつかしさ。




○




寒々と　雨に暮れゆく灘、

呼よぶ子この濱も　見るに由なく、

夕餉知らする　銅鑼の音ねに

忘れし時刻ときをおもひいづ。




○




紅い浮標は遠ざかつて、

陸地はただ一つの線になつてしまつた。

晝の波のうへに　影をおとして進む

船のチークの匂ひで　わたしは少年のやうになつた。




○




舟山島は　暮れなづむ　光のかなた、

何鳥か　嘴はし赤き鳥　飛來して、

マストのあたり　過ぎてゆく、

安住の地を　求むるがごと。




○




海は嵐に嘆息し、哀願し、

つひには狂暴になり　捨鉢になる。

忘れたやうに嵐がやんで　星が輝き出しても、

まだむづかるのをやめない、拗ねてゐる。




○




いづこの島のあたりぞや、

雲にうつる燈火あかり　かすかに、

船は波の斷層に乘つて南下する。

甲板に人ひと氣げなく、ただ黑い夜。























拾遺








影







あの老人は　やさしかつた、

若い子が、誤つて

鹽酸をこぼしたとき、

あとを拭つて、

子供の手を

默々として　洗つてやつた、

子供は床ゆかのうへにこぼれた液體のあとを

おづおづと眺めながら

油によごれた手拭で　手をふく。

老人は　事もなげに　仕事にかかる。




あのひとの亡くなつたのは

眞弓の　かすかな花の咲く

夏の日、

調しらべ革かは、鑢やすりの音のとだえるとき、

今は　中年を過ぎた人の眼まなこに

木の花のなかから

のぞいてゐる人の影がうかんで來る、

うすみどりの　花をつけた

木のしげみのなかには

溪流も流れてゐるのか、

胸には　しみじみとした涼しさがあふれる。








祝日







母が求めえざりし黑鯛、

子が紙もて作りし黑鯛、

黑鯛は　稚拙のうちにも新鮮に、

子の祝いはひ日びの心に生きて

潑刺と　躍りいづるばかりなり。




時は冬、空靑く、光にみちて、

見えわかねども　晨あしたより

飛行機の爆音たえず、

幼な子よ、なれは大いなる戰ひのさなかに生ひ立ち、

うるはしき日をばむかへぬ。




みんなみの　赤道こえし島々に

すさまじき　戰ひつづき、

地に伏して　草は食むとも、

あたうつと　ひるむことなく、

兄たちは　命のかぎり　たたかへるなり。




幼な子よ、黑鯛は健かに汝なが生ひたちて、

いさぎよく　防人さきもりといで立つ日　待ちわぶるなり、

黑鯛は　吳ご須す繪ゑの皿に　のりてあれども、

潮しほ泡あわのうちをくぐり、

みんなみの　島々さして　行かむばかりなり。




生ひゆけよ、なほく　ををしく、

銳き鰭の　黑鯛のごと、

この朝け、母の胸には

かがやきて　過ぐるものあり、

靜かにも　わきいづる　もののあるなり。








内原にて







松の林の中の　日輪兵舍、

爽かな大氣のうちに

若き子たちは　生氣づく




兄たちが　南方に出陣してゐるとき、

北方を護り、

民族協和の理想を實踐せんとする弟たち、

彼等は　その眉宇に

命のかざり　土に生き、

國のためには

潔く死なうとする決意を示す。




北に向けていで立つ者に

所長の諭す言葉はやさしい、

「生水をのまず、健康に注意し、

たがひに仲よく、

物を大切にすることを忘るなよ」と、

簡明素朴のうちに

深い愛情をあらはす。




この言葉に

或る者は淚し、

或る者は襟を正す、

愛するがゆゑに憂ふる、

このやさしさのうちより生れる

いと强く、崇きものを思うて、

私たちは肅然とする。




土に臥し、狼の聲に眼ざむるとき、

彼等は、このやうなやさしさの生む

力强い聲に　すべてを忘れて立ちあがる。

（昭和十七年春）








縞手本







薄暗きランプのかげに　うつむきて

祖母が　のぞきゐし　縞手本、

手習の文も字じものこれる

紙を重ねて、

餘白なきまで　縞ぎれを

貼りならべたる　縞手本。




母のなき　孫に着せむと

絲いと車ぐるま　しづかにまはし、

竹たけ管くだに卷きたる絲を

籠よりいだし、

夜のふけの寒さのうちに

縞しま割わりを　なしゐたるひと。




結城の藍あゐの　年ごとに

冴えゆくごとく、

いよいよ　たけく、すこやかに

生ひたちゆけと

老いの眼めに　淚をうかべ

告のらしたるひと。




晨あしたに　汗馬の奔るをのぞみ、

タべに兵火のあがるを見、

尊皇攘夷のことわりを

敎へられつつ　育てられし

幼き頃の思ひ出を

語りたるひと。




かのひとは　みまかりたれど

縞手本　變らずありて、

春の日の

花咲きさかる苑そののごと、

うつくしき心をこめて、

さまざまの思ひを誘さそふ。








星







「手から落ちる　血の滴もいとはず、

霰のごとき　砲彈のなかに、

軍旗を棒げて、

敵前上陸の舟艇に　佇たちつくした　旗手、

やうやく

二十歳に達したばかりの靑年の顏には、

幼い面影さへも　殘つてゐた。

滿洲事變のとき

小學二年生であつた子が、

今は

いささかも怯むことなき戰士となつたのだ。

滿洲事變の時分から

いくばくも成長してゐない自分を思へば、

忸怩たらざるをえない‥‥」

話し手の眼には　淚さへうかんで來る、

聽き手の胸にも熱いものがこみあげて來る、

幾千の　勇猛果敢の歷史のかげの

眼に見えぬ力に　思ひおよんで、

おもひは　いよいよ　敬虔になる、

南の空に　かがやく　いくつの星、

こころに

銀河のやうに流れる　かず知れぬ星。








歷史







廣東省汕すわ頭とうの海岸、

立並ぶ　倉庫の鐵かな扉ど、

「英權益」の文字の上に

ユニオンジャックが濡れてゐた、

また、そこの海峽の中央には

灰色に H53 の文字も白く、

英國軍鑑が碇泊して、

われらが行く手を遮つてゐた。

香港の英字紙は　絕えず虛報を傳へて、

獅子の威容を誇つてゐた。

存ながらへるか、存ながらへぬか、

それが疑問の時に　立到つても、

彼等はジョンブルの矜持をすてなかつた。

しかも　今は

夜空に　散つてしまつた　東洋の眞珠、

見るかげもなく　こぼれ散つて、

暗い闇に　沈んだものは

日と共に　わすれ去られる。

Run, run, run,

Run away, fox !

何氣なく、子供が聲立てて　讀む聲に、

今更ながら

歷史の流れを　知るのみである。

（昭和十七年冬大東亞戰爭一周年に）








海風







港には

油オイルの匂と潮の香がいりまじつて、

テレグラフの響に慌しい一ひとときが過ぎてゆく、

昇降梯子の格子の下には

船べりをたたく波の呟きがある、

船が岸壁を離れる前、

人々の昇降がとだえる時、

人々の叫喚もほんの暫く微かになる。




この昇降梯子を

離別の情にたへず、

泣きながら昇つて行つた人が何人あつたらう、

故園にいれられず、

異鄕に落ちて行つた人々、

愛すべき、わづかな人々とも別れて、

見えない明日にあこがれて行つた人々、

なかには、

祖國の運命のために

安住の地を逐はれた異邦人もあつたらう。

さういふ人たちに

最後の絆きづなであつた昇降梯子を、

或る人たちは

地殻をゆすぶる　砲彈のひびき、

新しく築かれる　煉瓦の町を胸に描いて、

靴の音も鮮かに

天にも昇る心地して、

昇つたことであらう、

梯子の中途に

ふつと立ちどまつて、

旗をふつてゐる母を顧みた人もあつたらう、

いま昇降梯子は淨く潮風に洗はれてゐる。




昇降梯子を降りようとして、

いきはずませて

愛いとしい人を探してゐた人、

たづぬる子を　たづね得ずして、

失意のうちに降りて行つた老父、

傷める身を

ねんごろに　いたはられて、

しづかに降りて行つた人々、

ふるさとに歸るよろこびに

胸をときめかせて

飛びおりるやうに駈けおりて行つた人々、

そのうちには、

十年、二十年、母國を去つてゐる間に

出迎ふべきほどの人も亡くなり、

おもてにさみしさの翳かげをとどめて

降りて行つた人々もあつたらう、

それにしても

降りてゆく人々には

昇つてゆく人々の多くの場合よりは

一そう安堵に似たものがあつたに相違ない。




昇降梯子はとり去られ

綱といふ綱は　のけられ、

過ぎた日の思ひ出は、

新しい希望に變へられる。




港には

郵便船や石炭船のゆき交ふなかに、

海猫の聲が

出航を待つて

いきをのむ人々のこころに沈み、

透きとほるやうな風がひろがつて來る。
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あとがき








　この集に收めた作品は、年代からいヘば、昭和八年から昭和十七年の暮に及ぶもので、さきの詩集「羊城新鈔」「縹緲」の前後、およそ十年間に亙つてゐる。私は徒らに書さ散らした詩帖のなかから、旅の印𧰼をうたへるもの、鄕里、ひろくいつて日本の美しさにつながる歌、身邊の歌、その他を稍〻系統的に選んでみたのであるが、それらは嚴密に分類のできるものではなかつた。

　この十年間は旅することが多かつたが、わけても屢〻中國に渡る機會にめぐまれたことは、私にとつては生涯の思ひ出といふよりは、大きな經驗であつた。昭和十三年の七月に、初めて從軍した時は「もう事邊も峠は過ぎた」といふやうに、人々からいはれたものであつたが、今から見れば、ほんの序の口であつたことを思ひおこして感慨の少からざるを覺える。

　この詩集はあまりにも貧しいながら、私にとつては、新しい歷史の流れに身を置いて、詩人としての自己を反省するよい機緣となつたもので、かういふ機緣を與へられたことに、私は心からなる感謝を捧げる。昭和十八年春分　省三郞識
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